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ー　看護執ま、新人看護職員を1－9名迎えました。皆様のご協力の下、今年度も卒後睦床研修が始まりました。新人看護職員は、研修にも 

意欲的に参加することが出来ています。これから一人前の看護師になるためには、多くの経鞍や学びが必要です。まだまだ社会人とし 

て、看護節としてスタートしたばかりであり不安も多いと思います。研修を通して知識・技術“態度が身に付いていくよう、今後も研 

修を行って行きますので、皆様のあたたかいご指導、ご協力よろしくお願い致します。 
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愛車葦認譜　逮h熊牽著武畿鵜発

☆4・5月集合教育☆　　！

“オムツ交換1つでも患者の尊厳に関わる事を改めて学ん

だ。そういう事があると視野が広がった。
“膀胱留置カテーテル挿入は病棟で実施される看護技術な

ので、復習して患者のプライバシーを考えながら行いたい。
”今後どこの科に行ってもフィジカルアセスメントは必要にな

ると思うので、復習し活用できるようにしたい。
“フィジカルアセスメントでの聴診で、どの音か区別が全然つ

かなかったので、これからもたくさん聞いて判断できるように

なりたい。
・1カ月経つ中で自分の出来なさに落ち込み、疲れがたまっ

てきたところだったが、みんなの意見や思いを聴いて気持ち

が少し楽になった。
“今まで自分の腰が痛く感じることや重たいと感じる事ことが

あったが、今日の研修で患者さんにも自分にも優しい方法

が理解できて良かった。
“以前病棟で心電図をつける機会があったが場所が分から

なかった。しっかり復習して次は出来るようにしたい。
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6月：認知症看護1、接遇（D、 � 

コスト管理、多重課題 

7月：救命救急看護、接遇② 

8月：薬剤管理、NPPV、 

ヽ　ディスカッションや戴 
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